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ポール・ヴァレリー (1871-1945）が詩作に熱中した時期は大きく 三期に分かれる。まず、 12
歳で詩を書き始めてから 1892年秋の「ジェノヴァの夜」に象徴される青年期の危機を境に一時
詩作を断念するまで、次いで、公にはほとんとご作品を発表しない 20年余りに及ぶいわゆる「沈
黙期」を経て、1912年末に再び詩作に回帰し、長詩 『若きパルクj(1917年）や詩集 『魅惑j(1922 
年）を発表する円熟期が訪れる。そして最後に、1937年から 1945年まで、晩年の愛人に宛てて





本稿では、こ うした特色をもっ『旧詩帖Jのなかから「ヴィーナスの誕生」《Naissance de 
ひと
Venus 》 (1920年初出、1927年最終版）を取り上げ、その前身にあたる 「波から出る女」










ヴァ レリー 『！日詩1lijの一篇「ヴィーナスの誕生」を読む 一一一帯書きの詩の改変一一一
「波から出る女」から 「ヴィーナスの誕生Jヘ





La voici ! fieur antique et d’ecurne furnante. 御覧｜水泡の煙る I~！の花、
La nyrnphe rnagrn日queet joyeuse. lachair 見目麗しい浮かれたニンフ、その肌に
Que parfurne l’esprit vagabond de la mer. さすらい渡る海の精の匂い立つ肉体、
ちりば ひと
Celle qu’une eau legere encore diarnante ! i怪い水がいまもダイヤモンドを鍵める女｜
5 Ele apparait ! dans le frisson de ses bras blancs 彼女が現れる！打ちふるえる1":1し叶宛のなか
Les seins trernblent ! rnouiles a leurs pointes fieuries 乳房がふるえる！その花咲く先端まで
おおうみ
D’oceaniques et d’hurnides pierreries. 大海の滴したたる宝石に濡れそぼち。
Des larrnes de soleil ruissellent sur ses fiancs. 太陽の涙がその脇腹にとめどなく流れる。
Les graviers d’or. qu' arrose sa marche gracile. 金の砂利は、彼女の華宥な歩みに水を浴びて、
10 Croulent sous ses pieds fins. et la greve facile 繊細な足ドに崩れ、なびきやすい砂浜は
Garde les frais baisers de ses pas enfantins. 子供っぽい足どりの爽やかなJ妾吻をとどめる。
Le doux golfe a laisse dans ses yeux fous et vagues 優しい湾は 狂おしくぼんやりとした彼女の日、
Ou luit le souvenir des gou百resargentins 銀の深淵の思い出が輝くその自 に残していった
L' eau riante. et la danse infidele des vagues. ほほ笑む水と、波また波の移り気なダンスとを。
P. V 
12音節の変則ソネ sonnetirregulier「波から出る女Jは、 1890年 12月1日、モンペリエの 『学
生総連合会報Jに初めて掲載された。その8日後、ヴァレリーは同年5月に知り合った友人ピエー
ル・ルイスに宛てて同じ詩を書き送っているが 4、それに先立つ手紙の文面には当時青年詩人を
悩ませていた問題が赤裸々に語られている。「くだらない肉体の問題」《 letriste probleme de 






の語が大文字となっている点が異なっており 、逆送り 語 contre-rejetとして浮き周5りになったこ
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ヴァレリ－『｜円前11liJIの－lrWilヴィーナスの制：jを読む 一一若書きの詩の改変






J evous salue, Madame. qui m ignorez, et que ces pages divertiront. ie vous salue 
comme une delicate apparition, - cele qしifut toujours desiree. etdont la grace legere 
a seduit mon esprit languissant. I [ .. ] IJ ai trop lu de poemes pour me satisfaire du 
包旦江主detoutes les figures. Mais足ヱ盆If,je l imagine pendant des heures et j aime k 
souvenir de votre只raceauand vous revenez de la mer avec des cheveux humides et 
ces regards si va又uesd avoir tant re庇trdeJes va又ues.I [ .. ] IUne seule parole surpnse 
a votre langueur d apres midi. ecrite de votre main precieuse - et cela ne sera-t-il pas 
un souvenir ? ]e vous ofre ce souvenir - et toute la vie at ele un autre destin aue 












手紙は冒頭、ミシェル ・ジヤ ルテ ィの指摘するように へ聖母マ リアをたたえる天使祝詞 (Je
vous salue. Marie pleine de grace .. ）を思わせる仕方で、「優美な幻のように現れたあなたJに




を締めくく る）］tl韻《 vaguesI vagues》そのままである 10。さらに、海からi二がる夫人の 「優雅
な姿の思い出 souvenir」を喚起する手紙の一節は 、 詩の最終~m、波から現れ出た女の目に輝く ［銀
の深淵の思い出」と響きあう。なお、手紙には、 夫人が返してくれるかもしれない言葉を後に夫
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ダイ ヤモ ンドをちりばめる女J( v. 4）、 「先端」（v. 6）、 「涙」 (v. 8）、 「接吻」 （v. 11）、 「銀の」
( v.13）、「移 り気な」（v. 14）の表現に難色を示した。この批判に対し、ヴァレ リーは次のよう
な返答をしている。
J ai luavec la palpitation que vous devinez la critique de mes vers par de Regnier. J ai, 
sans doute, pleinement souscrit a la plupart d’entr’eles, mais une m’a fait sursauter 
Il pretend ne pas comprendre 1 eoithete《 infidele》 demon dernier vers ! V oila ce 
que je ne puis comprendre a mon tour. (Ceci n est oas ma defense, c est la defense d un 
泣革主旦ι）［． .] T’ai ecrit le sonnet oour ce mot, a ne vous rien celer, et voici le sens, au 
reste peu abscons 
Le mot 《 infidelθ》 sertici a eveiler l’idee parallelθet analoguθ，l’idee inteneure, 
secrete, lamorale de ma petite description. Cette idee est tres vieile, tres banale, il 
SU伍saitd’un mot pour l’introduire et je croyais l’avoir trouve : c’est!' idee de pθrfidie de 
l'onde ！《Infidele》 devaitfaire son民 rva又uementa l’inconstance. a l’essence tromoeuse 





























ニエの助言に従って訂正するよう促した 「接吻」（v. 11）と 「移り気な」（v.14）の語もそのま
ま残している へその後、ヴァレリーはこの詩を大幅に書き改めて 『旧詩帖』に収録することに
なるが、約 30年の歳月 を隔てる旧作と改作は、題名を含め、かなり趣を異にする。
Naissance de Venus16 ヴィーナスの誕生！？
De sa profonde mere, encor froide et fumante. 水煙るいまだ冷たい、その深い生みの母から、
Voici q u'au seuil battu de tempetes. la chair いま 嵐に打たれた境に、肉体が
Amerement vomie au soleil par la mer. 昔々し くも海から太陽に向かつて吐き出され、
Se delivre des diamants de la tourmente. 荒れ飛沫くダイヤモン ドからその身を解き放つ。
5 Son sourire se forme et suit sur ses bras blancs 微笑みが生まれ、その白いH砲をったって
Qu’eplore l’orient d’une epaule meurtrie. 赤く腫れた肩／±＇，ずる東の空が涙するなか、
De l’humide Thetis la pure pierrerie. 濡れた海：の精の清らかな宝石のあとを追う、
Et sa tresse se fraye un frisson sur ses fl.ancs. 波打つ髪が！！制度にさっとふるえを走らせる。
Le frais gravier. qu’arrose et fuit sa course agile. 冷えた砂利は、すばしこく逃げる駆け足に水を浴びて、
10 Croule. creuse rumeur de soif, et le facile 崩れ、空っぽの渇きさざめき、なびきやすい
Sable a bu les baisers de ses bonds puerils . 砂は あどけなく飛び跳ねるその接吻を飲み干した、
21 
ヴァ レリー『11ri~f'1[1占』のー稿「ヴィーナスの誕生」を読む 一一一私自きの詩の改変一一
Mais de mile regards ou per五desou vagues 
Son偲 imobile mele aux eclairs de perils 




旧作と同じく改作も 12育・節の変則ソネであり、脚韻構成も同一（abbacddc eef gfg）であるが、
ひと




名詞 《La》（v.1），《 Cele》（v.4），《 Elle》（v.5）が改作においては一切消去され、 三人称の所有代




格化したものと言えよう 180 さらに言えば、「波から出る女」 の指示代名詞《 Celle》の匠名性に
はロヴイ ラ夫人という特定の女性の影が忍びやすいのに対し、 「ヴィ ーナスの誕生」という西洋





1 La voici ！日eurantique et cl ecume fumante 
2 La nymphe magnifique et joyeuse. la chalf 
3 Que parfume l’esprit vagabond de lamer. 
4 Cele qu une eau legere encore diamante I 
De sa profonde mere. encor froide et fumante. 
Voici qu au seuil batu de tempetes, la chalf 
Amerement vomie au soleil par la mer, 
Se delivre des diamants de la tourmente 
j旬ーから現れ出る女／ヴィーナスを提示する第 lカトラ ンquatrainは、脚韻の位置に置かれた語
《fumante入《 lachair h 《lamer》および4行詩の脚韻構成が等しく 、第 2行目のリズム（9/3
の切れ目）も同じだが、他はすべて改変されている。まず内容の面で、改作には旧作に無かった
「誕生」のイメージとそれに伴う 苦痛や激動J惑が表現されている。「苦々 しく吐き出され」 （v.3）、
「嵐に打たれた境〔＝海面〕 19」（v. 2）、「大荒れのダイヤモンド」（v.4）などがそれである。特
に 「誕生」を 111~；吐になぞらえる第 3 行目 Amerement vomie au soleil par la merは、半句の句切
れに hiatus（母音衝突） にも等しい母音の連続を含み、「苦々 しく IJ-j－＿き 出された」不快感－ 苦痛




のように「苦々しく吐き出され」る （v.3）。草稿を参照すると、第 l行目の《 encorfroide et》の
位置に《 avecun cri》とあり （AVA ms., f0 31-362己）、誕生の苦しみを直接喚起する「｜叫び」が
書き込まれていたが、決定稿ではその聴覚印象が「冷たし＞jという触覚印象に変わっている。また、
旧作では《 Lavoici》に続いて名詞匂を列挙する（「花J「ニンフ」「肉体」「女」）のに対し、改
作では《 Voicique . .》のなかに主語「肉体」と動詞「解放される」を含む文となっており、ス
スタ子ィァヲ ダイナミ ヅヲ
ザンヌ・ナッシュの指摘するように、旧作の静的な描写に対して改作はより動的に出現する動









よく表現するだろう 24）。なお、音韻の面で、旧作では《 antiqueI magnifique》（v.1-2）が半句
押韻する一方、改作では《 mereI amerement I mer》（v.l, v. 3）および《 diamantsI tourmente》
(v. 4）の音と意味が響きあう。
5 Elle apparait ! dans le frisson de ses bras blancs Son sourire se forme, et suit sur ses bras blancs25 
6 Les se旧stremblent ! mouilles a leurs pointes fieuries Qu’eplore r orient d’une epaule meurtne, 
7 D’oceaniques et d’humides pierreries. De l’humide Thetis la pure pierrerie, 
8 Des larmes de soleil ruissellent sur ses fiancs. Et sa tresse se fraye un frisson sur ses fiancs 


















逆になっている 300 また、旧作に比べ改作では、 音韻上の効果がより著しくなっている。例えば、
第5行日の［s］と［b］の頭韻（Sonsourire se fonne, et suit sur ses bras blancs）、第8行自の摩
擦子音consonnesfricativesの畳韻 （Etsa tresse se fraye un丘臼sonsur ses刀ancs）および子
音＋[R] ＋母音の連続 （tresse，企aye，企isson）。第6行日は、 草稿f032から、「東の空」と「打ち
身を負った肩」と 「涙」の観念連合 （orientは語源的に日の昇る東天、赤く腫れた肩は昇りかけ
の太陽、涙はその光）に基づいて詩句を探し求めた形跡があり、最終的にイメージとともに音
韻上も響きゆたかな詩句 Qu’eploref'orient d’une epaul.e meurtrieが見出されたことが分かる。
第7行日の後半句は、《 frerm'rla pierrerie》(f° 33, fO 34）から《Qer_frla pierrerie》(f° 35, fO 36, 
A VA ed.1920）を経て《 laQUζe pierrerie》（AVA ed.1927）へと書き換えられ、改変にあたり詩
人が必ずしも同義語を探すのではなく、音声上の類似から別の語を見つける場合があることを示
している。
9 Les graviers d' or, q u’arrose sa marche gracile, 
10 Croulent sous ses pieds五ns.et la greve facile 
11 Garde les frais baisers de ses pas enfantms 
Le frais gravier. qu arrose et fuit sa course agile, 
Croule, creuse rumeur de soif. et le facile 
Sable a bu les baisers de ses bonds puerils . 
カトラン 2節で海から現れ出る女体を描いた後、 第1テルセ tercetでは舞台を砂浜に転じ、足
の動きをクローズアップで描き出すO 先に述べたように、旧作から改作への書き換えはダイナ
ミズムを増す方向になされているが、それを最も顕著に示すのがこの詩節である。旧作から改
作へ、 「華奮な歩み」《marchegracile》が「軽快な駆け足」《 courseagile 》に （v. 9）、「足ど
りJ《pas》が［跳躍」《 bonds》に （v. 11）変わっているだけでなく、旧作では 「足」《 pieds》
(v. 10）そのものが提示されたのに対し、改作ではその動きのみが描かれる。また、足の接吻の 「跡
をとどめる」 garderという静的で視覚的な動詞に代えて「飲む」 boireという動的で体感的な動
詞が用いられている （v. 11）。 さらに、こうした意味上の変化にとどまらず、音韻およびリズム
の面でも躍動感を増す口第10行日は、動詞 croulerにつづく前置詞句《 sousses pieds五日S》に
代えて名詞句《 creuserumeur de soif》を大胆に挿入することによって、まさに崩れゆく砂の
イメージを喚起するような音韻上の効果を生む （Cr但 le,er型 sergm~r de soifにおける［kR R] 
モヂュランオン
の頭韻および［uーの－y一白］の母音の転調）。 それとともに、リズムの面でも、｜日作の安定した
6/6のリズム （Croulentsous ses pieds五ns,I I etla greve facile）を崩し、どっと雪崩れるよう
な動き （117/4のリズム： Crou/le.creuse rumeur de soif. I et le facile）が生みだされる。また、
次の第11行目への句跨ぎ enjambementについても、｜日作のように主語と動詞の間で切るい la
greve facile I Gardeりのではなく、主語の内部で切るい lefacile I Sable a buりことによ り、し1っ









第9行日は、どの要素も削ることなく 12音節のなかに l音節の《 fuit》を巧みに滑りこませて
いるが、この「逃げる」という語は次節最終行の「移り気な」《 in白dele》に至る伏線を敷くも
のである。
12 Le doux golfe a laisse clans ses yeux fous et vagues Mais de mille regards ou perfides ou vagues. 
13 0(1 luit le souvenir des gouffres argentins3三 Sonぽimobile mele aux eclairs de perils:n 
14 L’eau riante. et la danse infidele des vagues. L" eau riante. etla danse infidele des vagues 
旧作から改作への書き換えに関して特筆すべきは、 14行中ただ一行のみそのままの形で保れ
たことである c 、ノネの最終行がそれであるが、レニエが難色を示した 「移り気な」の語を含むこ
の詩句L’eauriant(e). I et la dans(e) I I in自de/ledes vagues (/Iは句切れcesureを、 ／は切れ




手を尽くしたに違いない。前節の第9行自に「逃げる」《 fuit》を挿入したのも、第 12行目の 「狂
おししづ《 fous》を 「不実な」《 per白des》に変えたのも、また第 13行目に「動いてやまない （気
まぐれな）」 《mobile》を加えたのも、すべて詩の最後を締めくくる形容詞《 infidele》を自然に
導くための布石であろう 。
また、第 13行目は、レニエから批判された 「銀の深淵」《 gouffresargentins》の表現を最終
的に 「危険のきらめき」《eclairsde perils》に変えたうえ、旧作で印象深かった「思い出J












いっそう変化に富んだものとなり、流音の畳韻（Son田ilmobile mele aux eclairs de perils）と
ともに 「危険のきらめき」 （v. 13）を伴う。草稿には、「彼女の目のなかの ／漠とした無数の驚異J










《 Celequi sort de l’on de》
La voici ! I白eurantique et d’ecume fumante. 
La nymphe magnifique et joyeu/se. lachair 
Que parfu/me l’esprit I I vagabond de la mer, 
Celle qu’une eau leger(e) 11 encore diamante I 
5 Elle apparait ! I dans le frisson (/) de ses bras blancs 
Les seins tremblent ! I mouilles a leurs pointes白eunes
D’oceanil ques et d’hしunildes pierreries 
Des larmes de soleil I I ruisselent sur ses fiancs 
Les graviers d’or, I qu’arrose sa marche gracile, 
10 Croulent sous ses pieds白ns,I I etla greve facile 
Garde les frais baisers 11 de ses pas enfantms 
Le doux golfe a laisse I I dans ses yeux fous et vagues 
Ou luit le souvenir I I des gou百resargentins 




(319 OU 6116) 
(6116) 
(418) 









ヴ ァ レリ－ r l R 詩 lll 1~ J のー篇「ヴィーナスの制τJ を読む ーー 若書きの詩の改変一一
《 Naissancede Venus》
De sa profonde mer(e), 11 encor froide et fumante, 
Voici qu au seuil battu de tempeltes, la chair 
Amerement vomi(e) 11 au soleil par la mer, 
Se delilvre des diamants I de la tourmente 
5 Son sourire se form(e). 11 et suit sur ses bras blancs 
Qu’eplore l’orient 11 d’une epaule meurtne, 
De 1 humide Thetis I I lapure pierrerie, 
Et sa tresse se fray(e) I I un frisson sur ses fiancs 
Le frais gravier, I qu arrose et fuit sa course agile. 
10 Croulle, creuse rumeur de soif, I et le facile 
Sable a bu les baisers I I deses bonds puerils , 
Mais de mille regards I I ou perfides ou vagues, 
Son白imobile mel(e) 11 aux eclairs de perils 

















句切る定型リズムが増えている （v.1. v. 3, v.5, v. 6, v. 7) 360 それに対して第 lテルセでは、 616





多用していた （カトラン 2節に 4度）が 37、改作では安易ともいえるこの符号を一切消去し、ヴィー
ナス誕生の躍動感を詩句そのものによって表現しようとする。また、旧作では第7行目と第 1






スタテイ Y7 ダイナミッヲは静的な t~i写をより動的なものに変えたことである 。 この変化は内容面（語柔）においても形
27 
ヴァレリー『｜日詩1!'Uのー篇「ヴィ ーナスの誕品Jを読む 一一一若書きの詩の改変一一一
式面 （統辞法・ リズム ・音韻）においても観察される。もっとも旧作にも、カトラン 2rmのリズ








匹｜、断絶から連続へ。改作では、《 》を《，》あるいは《 ・》に変えること によって句読法 t





する ようなソネを理想としていた へ また、象徴派の詩人シャルル ・ヴイ ニエの芸術論 「美学覚
書 ：芸術における暗示」に触発され、「暗示的な形容詞」の効果の案出に腐心していた 41。本稿
で取りヒげたソネに関して言えば、《infidele》（v.14）の語が、ヴァレリ ーにと って、まさしく
この「結末」を締めく くる 「暗示的形容詞」にほかならないが、はじめに見たように、アン リ・
ド・レニエからはこの点を理解されなかった。旧作を書き改めるに｜努し、ヴァレリ ーはとりわけ
この点に留意し、《in日dele》の語が必然的に導かれるよう工夫したはずである。いま一度、最
終行L'eau riante, etla danse in白deledes vaguesへと収敬する要素を求めれば、《sonsounre》
(v. 5），《 course》（v.9）， 《bonds》（v.11），《 fuiい（v.9），《perfides》（v.12），《 mobile》（v.13）が挙
げられる （また 《vaguesI vagues》（v.12）の同音異義語の脚韻に加え、パ’orient》［b-Ri-U)a] (v. 6) 
の音が《 l’eauriante》［loRi (j)a td Jと響き合う）。とりわけ 《infidele》と意味上呼応する《 fuit》，
《perfides》， 《mobile》の三語は改作で新たに加えられたものである。
『若きバルクjとの関連
本稿で取り上げたソネとヴァ レリ ーの他の作品群との関連性として、特に 『若きパルク』につ
いて触れてお きたい。 1920 年『｜日詩 rj11~j に収められる「ヴィーナスの誕生」の草稿 （AVAms.








た」《Herissee》の語が置かれていたい Herissee,ele brile et suit sur ses bras blancs ≫, f033 
35）が、寒さと震えを喚起するこの触覚的な語は、 『若きパルクjの冒頭部分、夜の海辺に目覚め
たばかりのパルクが身を震わせっつわれとわが身に呼びかけるくだり い Quefais tu，主位主笠ι
et cette main glacee, I Et quel fremissement d une feuille effacee I Persiste parmi vous, iles de 
moηsem nu ? .≫, v. 13 15）を想起させる。また、「ヴィーナスの誕生」には 『若きパルク』と
共通する語葉が多く見られるが、それは大きく分けて二つのイメージに関わる。第一に 「海」に
関わる語葉 （《profonde≫，《seuil≫，《amerement》，《 vomie≫，《 rumeur人《 rianteりであり、
例えば「深さ」と「吐き出す」という語の結びつきが両詩篇に見出される。「ヴィーナス誕生」
では深い母なる海から肉体が吐き出され い Desa区延辺坐 mere[ . ] lachair I Amerement 
盟旦些ausoleil par la mer》， v1-3）、『若きパルクJでは「波が （海の）深みを吐き出す」 （パ’onde[ .. ] 
vient des hautes mers vomir la orofondeur ≫, v. 502-504）。なお、 『若きパルク』冒頭には、「海」
merと「苦み－苦しみ」 amerementの関連で、「吐き出すJのとは逆に苦汁を「飲みこむ」イメー
ジも現れているい Commechose dec;ue et包旦 amerement》，V.1）。 第二に 『若きパルク』に
おいて「蛇」のイメージと結びっく語葉が、 「ヴィーナスの誕生」においては海から出る女体あ
るいは波と重ねられた女性性を指し示している い bras人《 pierrerie≫，《tresse入《 fnsson≫, 
《fui[r］》メ regards》，《 per五des≫，《 mobile》，《 elairs人《 perils》，《 danse》）。 例えば、 『若き
パルクjにおいて「蛇Jを形容する「宝石の腕」《cebras de pierreries》（v.58）としづ表現が「ヴィー














べれば、旧作「波から 1：：~1 る女」が （例えばカパネルやブーグローの描く）優美で官能的なヴィー
ナスと共通するところがあるのに対し 4；：，、改作ではそうした絵画的なヴィーナスをことさら想
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が注目される。12音節詩句を 128行連ねるこの詩では、「ウ ェヌスJ《Venush 「アスタ ルテJ
《Astarteh 「アフロデイテj《Aphrodite》、「キュプリス」《Cypris》等、海：のj包から生まれ
た愛と美の女神がさまざまな呼称で讃えられるが、幾つかの点でヴァレリーのソネとの類似が見
られる。例えば、「太陽と肉体」の第41行目「波の香りただよう肉体の花」《 立旦主 de出型工 que
la vague回丘斗旦皇 》という表現は、「波から出る女」の第 lカトラン いLavoici司型工 antique[ ・・ ]. 
la d型rI que回丘日旦豆 l’espritvagabond de lamerけを思わせる。また、「太陽と肉体」の第
45-46行目 いJe crois en toi ! jecrois en toi ! Divine旦虹豆，IAphrodite旦笠旦豆！ - Oh ! laroute 
est amereりには、「ヴィーナスの誕生」第 lカトランにおける《 m白で－ mer -amerement》
と同種の音韻の戯れが見られる。また、ゼウスとエウロペを描くランボーの詩の第95-98行目
いZeus,Taureau. sur son cou berce comme une enfant I Le corps nu d’Europe, qui jette son _Q旦皇
国主旦~ I Au cou nerveux du Dieu frisonnant dans包ヱ亘孟旦豆.I Iltourne lentement vers ele son 
白ilvague；けには、ヴァレリーのソネ （旧作および改作）に見られた「白い腕」《 brasblancs》






《Geburtder Venus》と題する詩を書いている ヘ フイレンツ ェで見たボッ ティチェリの絵に触
発されたと言われるこの詩を リルケが書いたのは 1904年、すなわちヴァレリーの「ヴィーナス
30 






生まれ出る過程をより細かに描き出す （詩は全 11節 63行に及ぶ）。また、ヴィーナスの描写の
順序に関して、ヴァレリーが「微笑み」からはじめて上半身 （肩、腕、脇腹）から足へ下ったの
ち最後を「目」で締めくくるのに対し、リルケは逆に下半身 mg~、腿、ふくらはぎ、両脚）から
































1) 『｜日詩11占J所収の 21詩篇中、1892年 10月の「ジェノヴァの夜」以前に雑誌発表されたもの
が 11篇い Celequi sort de l’on de》［＝《Naissance de Ven us叫《 Blanc》［＝《Feerie斗，
《Narcisseparle人《 Orphee》，《LaBele au bois dormant》［＝ 《AuBois dormant》］，《 Les
Vaines Danseuses 》，《Helene, la reine triste・・・》［＝ 《Helene 》］.《La Fileuse 》， 《Le Bois 
amical ≫，《 Episode》，《 Baignee》）、「ジェノヴァの夜J以後20-30歳代に発表されたもの
が5篇 い Ete》バ Vue≫，《 Valvins≫，《 Anne人《 L’Amateurdu poeme》）、1917年 『若
きパルクJ刊行以後に発表されたものが5篇い Airde Semiramis ヘ《 Unfeu distinct・・》
《Profusiondu soir次《 Cesar人《 MemeFeerieりある。これは発表年代に基づく分類であ り、
詩篇によ っては執筆年がさらに遡る。
2) Bulletin de J'Associatio刀 generaledθs Etudiants dθλ1o刀tpeliθr.1 er decembre 1890, p. 297 
（初出）、CharlesWhiting, Vale1ア， jθLI刀θpoete.New Haven, Yale University Press, 1960, 
p. 69から引用。（ちなみにS・ナッシュはP0・ワルゼルの発表した 「最も古いバージョン」
を上記雑誌の版として引用しているが、数カ所異文があり、別のものと思われる。Suzanne
Nash, Paul Valery s Album de vθrs ancie刀s.A Past Transfigwでd,New Jersey. Princeton 
University Press, 1983. p. 151 , Pierre-Olivier Walzer, La poesi，θdε Valery, Geneve, Slatkine 
Reprints, 1966 [1953]. p. 7.一方、上掲の W・ ホワイ ティングの版はプレイヤード版『全
集』注の異文の説明とも一致するので、本稿ではこの版に依った。PaulValery, CEuvr，θS, ed 
Jean Hytier, 2 vol. Gallimard，《 Bibliothequede la Pleiadeκ2002 [1957] et2000 [1960], vol. I, 
p. 1542 （以下σの略号の後に巻数とページ数を記す。当該引用はσ，I,1542）.なお、《 AJ. B》
とある献辞の相手が誰かは未詳。
3) 筆者の知るかぎり 「波から出る女」の既訳はない。拙訳を載せる。
4) 1890年 12月9日付ルイス宛の手紙。ソネには 12月2日の日付が記されている。Andre
Gide, Pierre Louys, Paul Valery, Conでsponda刀Cθsa trois voix 18881920 （以下CTVと略す），
Gallimard, 2004. p. 357 359回現在同書の邦訳が進行中である。「アンドレ ・ジッド、ピエール ・
ルイス、 ポール ・ヴァ レリー 『三声による往復書簡集 1888-1920J翻訳の試み （一、二）」恒
川邦夫 ・塚本昌則 ・松田浩則 ・森本淳生 ・山田広昭訳、 『人文 ・自然研究j一橋大学、n°2、
2008、p.4-175、n°3、2009、p 174-349 
5) 他にも、《 Vagues》（v.14）の大文字、感嘆符の追加 （v.7, 8）などの相違が見られる。
6) 1891年7月4日付の未刊の手紙の草稿、フランス国立図書館所蔵（Notesanciennes, t. 4, 
f0 41 42）、 MichelJanでty,Paul Valery, Fayard, 2008, p. 99から引用、 F線は筆者による （以
下同棟）口
7) 拙訳にあた り、「ド・ロヴイラ夫人関連資料－解読と翻訳の試み－翻訳篇 （上）」恒川邦夫 ・
今井勉・塚本昌則訳、『ヴァレ リー研究J、n°3、2003、p.40-41を参照 した。











ることを意味し、後段に grace（優美 ・聖寵）の語もある ことから、ここではロヴイラ夫人
が海から現れ出るヴィーナスとともに、奇跡的に出現する聖母マリアに重ねられていると言
えよう。
10）前掲松田論文、 p.460を参照。なお、ヴァレリーはこの同音異義語の脚韻 vague(s)I 
vague(s）を若書きのソネ「水浴び、するみだらな女」《 Luxurieuseau bain 》の冒頭にも、また、
『魅惑』巻頭を飾る「曙」《 Aurore》の最終節にも用いている。
1) Charles Whiting, op. cit., p. 72 
12) 1890年12月27日付ヴァレリー宛ルイ スの手紙。CTV,p. 375-376 












19) seuil （敷居 ・境）を「海面」の意味で用いる例は 『若きパルク』にも見られる。《Orude I 
Reveil d’une victime inacheve . et呈立山lI Si doux. si clair, que flatte, affleurement 
d’ecueil, IL’onde basse》（LaJeune Parque, v. 334-337）ここでは闇と光を分つ海面は睡眠と
覚醒の境の比n食である。




21) espritは語源的に息吹、 espritde la merは海の息吹すなわち潮風。
22 ） フランス国立図書館所蔵 『旧詩1t1~ j 関連草稿 （BnF ms.《Albumde Vers anciens ≫, N.a.fr 
19003, fO 3 1-36 ） 。 ι 下 『旧詩111~jj 関連草稿からの引出はフォリオ番号のみ記す。
23) Suzanne Nash, op.α't., p. 152, p. 154 155 
24）しかも第4行日《 Sedeliv/re des di(/ /)amants I de la tourmente》は、統辞法的には 3/5/4
のリズムになるが、十二音節詩句の韻律（古典的な 6/6のリスム）に則れば、 di剖 nantsの
分音 diereseがちょうど句切り cesureの位置（すなわち 6音節 El）にあたり、まさに
di/amantsと分断される。
25）『旧詩rj1占』初版の異文。第5行目 《Voisson sourire suivre au Jon只deses bras blancs川 第
33 
ヴァ レリー『旧詩1占』の 篇ー「ヴィーナスの誕生Jを読む 一一若書きの詩の改変一一
6-7行目 《 Del' humide Thetys .Q主主lapierrerie I Qu’eplore l’orient d’une epaule meurtrie，》
（両詩句逆転）
26）この「打ち身を負った肩」は東の空に昇りかける朝｜湯の比聡であろうが、 草稿fO32には






者とも水の女神で、あり、ヴァレリ ーの詩では 「ヴィ ーナス」を生みだす母なる海である。な
お、ルコント・ド・リールの詩 「ミロのヴィ ーナスJにも、《Venus》と《 Thetis》がとも
に現れる上、版によ ってはヴァレリーの草稿と同じく《 Thetys》（sic）と表記されている。
Cf. Leconte de Lisle，《 Venus de Milo 》，Poemesantiques, edition originale, Marc Ducloux, 
1852. 
28）《sesbras blancs I Qu' eplore l’orient » I東の空が泣き j需らす白い腕」におけゑ黙~eplo町は、
アルベール ・アンリによれば、形容詞 eplore（泣き濡れた）から派生した新造語（泣き濡ら
す）であるが、ヴァレリー独自のものというよりは時代的なものであり 、ユイスマンスに二
度s’eplorerの用法がある。AlbertHenry, Laβ＇gag1θθt poesi，θchez Paul Valery, Mercure de 
France, 1952, p.49, p. 124.付言すれば、ジツドの若書きの詩にも
れる （「祈りの夜 （＝ イデ、ユメの夜）」 や 『アンドレ． ワルテルの詩J所収の「埋立地」 なとぐ）0 
Cf. Andre Gide Paul Valery, Corrθspondancθ1890-1942, nouvele edition etablie’presentee 
et annotee par Peter Fawcett, Gallimard, 2009, p. 71 （以下Cor.G/Vと略す） ; La Conque, 
du 1 eravril 1891 , Andre Gide, Lθs Cahiers et les Poesiθs d Andre Walter, Gallimard, 
《 Poesie≫, p. 177, p.274 
29）同じ く 『旧詩帖』所収の 「挿話J《Episode》にも単数形pierrerieが用いられている。ま
た、マラルメの英式ソ ネ い Auseul souci de voyageur . りにも同様の用法がある。な
お、レジーヌ ・ピエトラは、後年ヴァレリーが 『｜日詩rt1占Jに収めなかった多く の若書き詩
篇の特色として、 19世紀末の時代色を色濃く 感じさせる「宝石」 用語の多用を指摘して
いる。ReginePietra，《 DeLa Jeune Parque a Album de v，θrs anciθ刀Sθtvieθversa - de 
la source au commencement入 inPaul Vale1ア11.工aJeune Parquθ des browllons au 
poemθ. Nouvθ／θs lectures genetiques, Caen, Lettres Modernes Minard, 2006, p. 51-52. 
30）第67行自の脚韻を《 日euriesI pierreries》から《 meurtrieI pierrerie》に変えたヴァレ
リー はマラルメを意識していた可能性がある。単数形pierrerieの特殊用法がマラルメ の英
式ソネにある ことは前注に記した通りだが、 他にも 『エロデイアードJの「舞台」 を締めく
くる二対の脚韻 《crisI meurtris I reveries I pierreries》や、 『半獣神の午後Jに見られる
脚韻《 pierreriesI meurtries》（v.67 68）が思いあわされる。しかも 『半獣神の午後Jの前
身にあたる「古代英雄詩風幕開劇」 《intermedehero!que》の草稿では、《pierreries》と
押韻する語が《白euries》（v.64）となっており 、奇しくもマラルメとヴァレリーはそれぞれ
旧作を改鋳する過程で同種の書き換えをしたことになる。Cf.Stephane Malarme, <Euvres 
poetiques, 2 vol., ed. Bertrand Marchal, Gallimard，《Bibliothequede la Pleiade》，1998,vol. I. 
p. 22, p.24, p. 155.ヴァ レリーは1898年秋にマラルメが死去した後、その未発表草稿類に 日
を通しており 、この「幕開劇Jも読んだ可能性がある。
31) 《［…］ la greve facile I Garde nせき ＜creux>les baisers qu’ele a bus puerils》（f"31). 《nus》
34 
ヴァレリー 『 I l l 忌j° l)J占』 のー篇「ヴ ィ ーナスの誕~1~ 」 を読む 一一若書きの詩の改変一一
に抹消線を引き、その上に鉛筆書きで《 creux》と書き加える。
32）『エルミタージュ』誌の異文ぺ O白色旦 lesouvenir des mobiles perils 》（L'Jl刀ηitage,1891) 
33）『｜日詩1占J初版の異文・《 Sonぽimobile emoorte. eclairant nos perils，》 （AVA, 1920) 
34）例えば最晩年のヴアレリーは「失われた時を求めるのは私ではなしづ《 Cen’est pas m01 
qui rechercherais le Temps perdu ！》とか、 1944年の 『カイエ』に「私にとって過去は
無いも同然だ」《 Lepasse pour moi est mα刀Sque rien》などと述べている。Proposmθ 
concernant, 1944 （♂， I, 1508) , Cahiers, edition integrate en fac-simile, 29 vol., C.N.R.S., 
1957-1961, vol. XXVIII, p. 89 , Cahiers, ed. Judith Robinson-Valery, 2 vol., Gallimard. 
《 Bibliothequede la Pleiade ≫, 1973-1974, vol. I, p. 222 
35）ロヴイラ夫人＝メドゥーサの観念連合については、前掲松田論文 （p.464）および今井論文
(p. 165, p. 169）を参照。後者では、ロヴイラ夫人への恋文草稿において「眼差し」の語が二度
にわたり抹消されている事実が指摘され、夫人の「眼差し」の脅迫性を語るものと論じられ
ている。なお、 1891年7月4日付ジッド宛の手紙には 「ある眼差しにいかれてしま って僕
はもう終りです」とある （Corr.G/V, p. 137）。
36）旧作の第3行目《 Queparfu/me l’esprit I I vagabond de la mer，》は統辞法的な切れ目 （3/9)
と韻律法的な句切り（6//6）が異なる。同じく旧作の第6行目は《 Lesseins trem/blent ! 
mouilles a leurs pointes fieuries》（3/9）と切るか、《 Lesseins tremblent ! I mouilles a leurs 
pointes fieuries》（4/8）と切るか、専門家によ っても意見の分かれる問題を平んでいる。こ
の点については、 HenriMorier, Dictio刀nairede poet1中1θθtde rhetoriquθ，PUF, 1961の
《eatone入《 coupe(enjambante I lyrique）》の項目、および Benoitde Cornulier, Theoriθ 
du Vθrs, Seuil, 1982, p. 177-192を参照。
37）句読点は版により異同があるが、上述の 1890年 12月9日付ルイ ス宛の手紙に添えられた版
で感嘆符が最も多く、カトラン 2節で6つを数える。CTV,p. 358 359 
38) Suzanne Nash, op. cit .p. 153 
39）例えば詩句冒頭の感嘆文ぺ Lavoiciい（v.1），《 Elleapparait ！》（v目5），《 Lesseins tremblent ！》
(v. 6）や、第3行目《 Queparfume l’esprit I I vagabond de la mer，》において内的送り語
rejet interneとして際立つ《 vagabond》の語などが動的な印象を与える。
40）ヴァレリー初期の詩論 については、 1889年9月カルル・ボエス宛の手紙 （Lettrθd
quelques-uns. Gallimard, 1952, p. 9）、1890年 10月マラルメ宛の最初の手紙 (Ibid.,p. 28-29）、
『文学の技術についてjSur la tech山中lθ littera1たと題するヴァレリ－ 18歳の文学論 （包， L
1830-33）、1890年6月2日付ピエール・ルイス宛の手紙 （CTV,p. 182-183）などを参照。
41) Charles Vignier，《 Notesd’esthetique -la suggestion en art 》， Rθvuecontθmporainθ， 
decembre 1885, p.464-476.ヴィニエ自身は 「主観的形容詞」《 epithetesubjective》という
表現を用いてお り、「暗示的形容詞j《epithetesuggestive》の表現はヴァレリーがヴイニ
エの次の一文を縮約したものと思われる 《Aulieu de se borner a chercher des qualites 
objectives, on acquit une inepuisable mine a la suggestion en qualifi.a刀tpar dθs epithet，θs 
subjectives》（Vignier,art. cite, p. 475）.なお、ヴイニエの芸術理論がヴアレリーに及ぼした
影響については、 JeannineJalat, Introduction aux figures valeryennes, Pacini Editore Pisa, 
1982, p. 208-217を参照。
42）『若 きパルクj関連草稿、第3巻、f0131の裏 （｝PmsII, f0 13lv＂） に、《 Venus I Par sa 
profonde mere offerte. encor fumante》とある。表には 『若きパルク』の結末の素描
( v.503-504）があり、 1917年4月に書かれたと推定されている。
43）なお、同草稿の下方には、鉛筆で 《Toutequi malgre soi le verse et se lamente》と書かれ
35 
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soir》（v.38）や若書きのソネ「ア リオン」《 Arion》（v.14）のほか、 初期詩篇 「挿話」
《Epidode》の草稿や『魅惑』所収の「帯」《LaCeinture》の草稿にも、「ヴィ ーナス」の






45）旧作 「波から出る女」はむしろギュスターヴ・クールベの 《波のなかの女｝La femme dans 
／θs vagues (1868）を思わせるだろうか。
46）ゾラはカパネルの 〈ヴィ ーナスの誕生｝(1863）を 「ミルクの大河に浸った女神は 〔..J白
とピンクのマジパンみたいなものでできた美味な娼婦のよう だ」《Ladeesse noyee dans un 
fieuve de lait, a 1 air dune delicieuse lorette [ .. ) en une sorte de pate d amande blanche et 
rose》と榔捻し、ヴァレリ ーが若いころ心酔したユイスマンスは、ブーグローの 〈ヴィ ーナ
スの誕生＞ (1879）を 「蛸の軟らかな肉のよう なもの」《quelquechose comme de la chair 
mole de poulpe》あるいは「膨らみ切らないゴム風船」《 c'estune baudruche mal gonfiee》と
扱き下ろした。EmileZola，《Nospeintres au Champ-de-Mars 》（1867),dans Ecrits sur J'art, 
Gallimard，《 Telκ1991, p. 182 ; Joris-Karl Huysmans，《 Salonde 1879人 L'.ArtmodθIηθ， 
dans Ecrits sur 1 'art, Flammarion, 2008, p.58-59 
47）例えば、ヴァ レリーが若い頃親しんだエレディアに 「アフロデイテの誕生」《 LaN a1ssance 
d’Aphrodite》（Trophees,1893）と題するソネがある。ヘシオドスによれば、天の神ウラノ
スと大地の女神ガイアの聞に生まれたクロノ スが父を去勢し、その性器を海中に投捨てた
とこ ろ、そこにあふれ出た泡から アフロデイ テが生まれたが、この神話にちなむエレディ
アのソネは最後、「ウラノスの血のなかに花咲いたアフ ロデイテ」という 詩句で締めくく
られる。また、ゴーチエの 『七宝とカ メオjEmaux et Camees (1852-1872）には、Venus
Anadyomene （水より 出づるウェヌス）とし寸 神話的形象を現代風俗とからめて俗化させた
詩がある。例えば 「女の詩」《 Lepoeme de la Femme》では、詩人の前で衣装を脱ぎ捨て、
自らの肉体の詩を読み上げる舞台女優をこの女神に除え、「冬の幻想」《 Fantaisiesd’hiver》
では、寒さにこごえるヴィ ーナスの彫像に毛皮のコートをまとわせたりしている。
48）両者を比較した次の論考を参照。W.F. Feuser，《“TheBirth of Ven us" : Rilke and Valery》，
Nθohθ•！icon , vol. 5, n° 2,p. 83102 
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